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草木から得られる繊維を用いた伝統的な布づくりとその継承
Passing Down the Tradition of Making Fabric from 
Vegetable Fiber Taken from the Vines or Stems of Plants
清水裕子，佐々木和也，池原佳子*
SHIMIZU Hiroko, SASAKI Kazuya, and??IKEHARA?Yoshiko
Abstract: Before the Meiji period, the general public was not permitted to wear silk in Japan.  Cotton did 
not come into wide use until the middle of the Edo period, so most people wore clothes which were made of 
vegetable fi ber taken from the vines or stems of plants such as wisteria and lamie.  As the process of making 
such vegetable fabrics needs a great deal of time, labor, and in addition skill, these clothes are hardly used 
today.  The skill only lives on in a few areas.  We investigated how to pass these skills down.  We interviewed 
members of associations that preserve traditions, skilled workers, town offi cers, and curators in museums to 
understand how to make the vegetable fabrics and how to pass down the skills for 7 fabrics in 7 places: Shina-
fu, Fuji-fu, Ta-fu, Karamushi-ori, Kudzu-fu, Basyou-fu, and Attus.  We classifi ed the ways of passing down 
the skills into 4 types: ”town-development type”: Shina-fu, Fuji-fu, Ta-fu, and Karamushi-ori, “industrial 
type”; Kudzu-fu, “craft art type”: Basyou-fu, and “traditional ethnic culture preservation type”: Attus.  ”Town-
development type” and “craft art type” widely advertise for and accept successors, and the other two types pass 
down traditions in the towns or in the families.  The ways of passing down the skills are different depending 
on the history of these places.  Moreover, they have made a network and have reported their situations to each 
other.  However, without the support and cooperation of the local governments, the numbers of skilled workers 
will continue to decrease and the skills will be lost.  Therefore we believe it is necessary to teach these fabrics 
in school in order to pass the tradition down and so we have investigated how to teach them.
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??? ???
　われわれ日本人の先祖は，すでに縄文時代（12000 年前〜 2300 年前）において大麻，アカソなど
の植物からとった繊維を用いていた [1]．万葉集にも「須麻乃海人之 塩焼衣乃 藤服 間遠之有者 未著
穢（須磨のあまの しほやきぎぬの ふぢころも まどほにしあれば いまだきなれず）」（巻 3・413）[2]
と歌われているように，藤などの木からとれる繊維は人々の身近にあった．一般庶民は，絹を着用
することはできなかったので，主として，藤，科の木，楮などの樹皮や葛，蕁麻，苧麻，大麻など
草から得られる繊維で布を織り（これらの布を本論文では「草木布」と称する），衣服をつくり，着
用してきた．もめんは江戸時代（1603 年〜 1867 年）中期くらいから庶民の間に広まったが，日本の
農村地帯では，さらに明治期（1868 年〜 1912 年）くらいまで，これらの草木布の衣服を自給してい
たのである [3]．しかしながら，化学繊維の発明と相俟って，繊維から織物になるまでの過程が機械
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で行われるようになった．それに伴い衣服も既製品が一般的になった．さらに，現在は発展途上国
において生産された安価な衣類が大量に出回り，われわれはそれらを消費し使い捨てる傾向にある．
そのように，大量生産のものづくりをよしとする風潮では，長い歴史のなかで伝えられてきたこれ
らの布づくりの技が継承されないで失われてしまうおそれがある．実際，草木布は，かつては日本
全国で自給のためにつくられていたが，時間と手間がかかるため，現在ではつくられているところ
は数カ所にとどまっている．
　これらの技は，先人たちの長い歴史の中で様々な工夫や知恵が積み重ねられ，蓄積された結果の
ものである．このような日々の生活に密着した「生活文化」に関係した伝統文化は，われわれ日本
人の貴重な財産である．伝統的な技はいったん絶えると復興は困難であるので，後継者を育成し，
これら財産を守っていく必要がある．また，日本では昔の日本人が持っていた，ものを大切にする心，
「もったいない」[4] という感性が失われてきている．時間と手間をかけて多くの工程を経て作られ
てきたものは，粗末にはできなかったと思われるが，機械で大量に作られ，誰がどのように作った
かわからないものについては，大切にしようという心が失われてきたものであろう．草木布を手か
がりに，ものを大切にする心をはぐくむことが望まれる．さらに，これらの草木の繊維は里山から
採取するなど，自然との関わりの中で存在してきたものであるので，これらによって自然との共生
を確認することができる [5]．このようなことを考慮すると，現在では数少なくなっている草木の繊
維の糸づくり・布づくりの技術を今後も絶やさず，これらを現代に生かしながら継承する必要性は
大きいと考える．
　これらの布に関する従来の報告として，それぞれの布について，製作方法，生産形態，作られた
布の物性などについての研究報告 [6-12] や書物 [13-15] はみられる．しかしながら，これら草木布を
俯瞰し，その伝承や今後の発展について，系統的に検討した報告はみられない．そこで，本研究では，
草木布の製作過程，過去の状況，伝承のしかた等を調査し，各地域の状況等を比較検討し，今後の
発展の道を探ることとした．
??? ?
　現在も古来の方法で，材料である草や木の採取から始まり，それらから繊維をとり，糸に績み（う
み），織られている主な地域は，以下の 7 地域の 7 種類の布である．すなわち，アットゥシ（北海道
沙流郡平取町二風谷・白老郡白老町），しな布（山形県鶴岡市温海地区関川・新潟県岩船郡山北町），
からむし織（福島県大沼郡昭和村），葛布（静岡県掛川市），藤布（京都府宮津市上世屋地区），太布（徳
島県那賀郡那賀町木頭），芭蕉布（沖縄県国頭郡大宜味村喜如嘉）である．
　これらについて，現地を訪問し，布づくりの方法を見学し調べるとともに，役場，博物館，保存
団体等に対し，伝承等について聞き取り調査および資料収集を行った．訪問先，調査対象者および
収集資料を表 1 に示した．聞き取り調査結果の内容は，文献等と照らし合わせて確認した．
??? ???
3.1 布づくりの方法
　表 2 に，それぞれの布について，原料となる草や木を採取した後の製作方法の概略について示した．
繊維の取り出し方と糸づくり・布づくりはおおよそ次の 3 段階に大別される．
　①表皮を剥がす．さらに，水につけたり発酵させたりして繊維となる靱皮部分を取り出す．
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　②細く裂いて糸に績む．
　③布に織る．
　木の繊維は，表皮が草よりも堅固にくっついているため，灰汁で煮て，表皮と繊維の部分（繊維
が集合した繊維束となっている）を分離する作業が加わる場合が多い．糸績みは，先端を裂くなど
して繊維束どうしを撚り合わせる方法と機結び ( はたむすび ) でつなぐ方法に分かれる．機結びを用
いているのは，アットゥシ，芭蕉布および葛布である．先端を裂いて撚り合わせる方法には，3 つの
バリエーションがある（表 2 参照）が，いずれも下撚りとそれと反対方向に上撚りをかけることに
よって撚りが安定し，はずれないようになるものである．
　このような草木布の伝統的な製法では，製作に多くの手間と同時に多くの時間がかかる．とくに，
織る前の糸づくりの工程に熟練と時間がかかる．たとえば，しな布の場合，1 反につき，織りは 10
日あまりであるのに対し，糸づくりは 2 〜 3 ヶ月要するとのことである．また，織りに際しても，
地機（じばた）あるいはいざり機（ばた）は，高機（たかばた）よりも熟練を要し，時間もかかる
ので，現在一部高機を用いる場合もある．布が機械で短時間のうちに大量に生産される現在，これ
らの布づくりが消失しつつあるのも頷けることである．
3.2 地域の履歴
　草木布の今後のあり方は，それらの布がかつて一般的につくられていたときの状況や地理的状況
などの地域の特性，すなわちその地域の履歴によって影響されると考えられる．アットゥシと芭蕉
表１　調査場所・調査対象者と収集資料
＊2004 年当時、現在は那賀町木頭
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布は地域が限られているが，その他の草木布はかつて日本中でつくられていた．現在ではほとんど
姿を消したが，今回調査したものは，その中で今に残っているものである．残ったことについては，
地域によってそれぞれ理由が認められる．そこで，現地での聞き取り調査と入手資料，さらに文献
から，それらの地域の履歴を明らかにし，それにもとづいて今後のあり方について検討することと
した．
　地域の履歴を考慮すると，しな布の山北・関川，藤布の上世屋（丹後地方）および太布の木頭は
共通する点が多いためひとつのグループとし，7 ヶ所の産地を，（ａ）しな布の山北・関川，藤布の
丹後上世屋，太布の木頭，（ｂ）からむし織の昭和村，（ｃ）葛布の掛川，（ｄ）芭蕉布の喜如嘉，（ｅ）
アットゥシの二風谷に分けて検討することとした．以下にこれらの地域の履歴を示す．
　（ａ）しな布，藤布，太布 [7,16-17]：山北・関川，丹後上世屋および木頭は交通の不便な地域で，
昔ながらの自然と共生した生活スタイルが残ってきた地域であった．いずれも，かつては陸の孤島
表２　草木の繊維・布の製作方法
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とみなされた地域であり，布づくりがなされている地域は山間地の小さい集落であった．山北と関
川は，冬期は雪に埋もれる地域である．表 3 に各地区の 1970 年と 2000 年の国勢調査による人口と
高齢者の比率を示したが，この表からも明らかなように，いずれも過疎化と高齢化が進んでいる．
これらは市や町全体の人口であり，布づくりを行っている地区はもっと小さい集落である．たとえ
ば，宮津市のなかで上世屋を含む世屋地区の人口は 2005 年で 145 人である（宮津市のデータによる）．
また，しな布の山形県温海町の関川も 44 戸（2007 年 2 月現在）の集落であり，新潟県山北町でも，
山熊田，雷，大代の小さな集落である．これらの地区の高齢者の比率は，2000 年では全国の 17.3 パ
ーセントを大きく上回っている．女性たちは糸績みと機織りで冬の間を過ごしてきた．布づくりは
自家用にするかたわら，いくばくかの収入の手段となってきた産地であった．すなわち，かつては，
自家用の衣料や生活用品をつくるとともに，丈夫な布のため，畳の縁，蒸器の敷布，穀物袋などの
需要があり，収入の道ともなっていた．たとえば，太布では，明治から大正時代にかけて，木頭村
でピーク時には年間 2,000 反の生産がなされ，自家用以外は村に来る行商人により綿布などと交換さ
れ，太布は畳の縁などに加工された [16]．その後需要が無くなり，いずれもひっそりと細々と伝承
されてきたもので，ほとんど途絶えそうになっていたところをまちおこし・むらおこしとして，そ
の地域あげて伝承に取り組んできた．たとえば，藤布は幻の布ともいわれ，布づくりは昭和 20 年代
に途絶えていたとされていたが，1962 年に京都府教育委員会が文化財保護のために民族資料調査を
行ったときに存在が確認され，その後注目が集まり，伝承に取り組んできたものである [17]．
　（ｂ）からむし織 [18]：昭和村も地理的状況は（ａ）と同様であり，豪雪地帯である．雪の時期に
は糸づくりと織りを行う自然環境である．昭和村の人口を表 3 に示したが，小さな自治体である（2006
年 12 月 1 日現在では人口 1,720 人，昭和村のデータによる）．2000 年の高齢者の比率も 46.1％と非
常に高い．昭和村は，元来，産業としてからむしの栽培と原麻づくりを行い，上布の産地に原麻を
供給してきた地域である．それらのほとんどは，越後の商人に買い取られ，越後上布などに製織さ
れていた．明治時代がもっとも盛んで，栽培面積 20ha，生産量 1,269 貫（3.4 ｔ）にものぼり，村唯
一の換金作物であった（1981 年では，栽培面積 80a，生産量 90.8 kg）[18]．しかし，越後上布の需
要が減少したため，1974 年から原麻の生産だけではなく，布づくりも村主導でむらおこしとして本
格的に行うことになった．それを可能にしたのは，この地区では麻（大麻を意味する）の栽培も行
われ，麻布や「かたやま」（たて糸を麻，よこ糸をからむしで織られた布）を織り，自家用に裃や夏
表３　各地域の人口
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の衣料を製作してきた技術があったことである [18]．からむしの生産と原麻づくりはこの地域の重
要な地場産業となっていたため，戦争等によりからむしの生産が危機に瀕したときにも，昔からの
様式を大切にしようとする強い意識をもって存続してきたようである．たとえば，栽培農家の多い
大芦地区では標高が高く気温が低いため良質のからむしが生産されるが，「死ぐ　遺言にも『からむ
しだけは　無ぐさねで　おげよ』といって死んぎゃったじさまがいた」とのことで，その遺言を守
ってきたのである [18]．このようなからむしを大切にしていこうという意識が，布づくりに発展し
たものと考えられる．また村が小規模であるからできたことと思われるが，地域活性化事業として，
村をあげてからむし織を押し進めてきた．
　（ｃ）葛布 [19-20]：掛川は（ａ）（ｂ）の地域と異なり，雪深い山間地ではない．気候温暖な地域
である．JR 東海道線の駅も東名高速道路のインターチェンジも有している．交通至便の地といえる．
人口も多く，高齢者の比率も全国平均に近い．掛川の葛布は産業として成立していた布である．鎌
倉時代から裃や袴の布として生産されてきた [19]．東海道の宿場という地の利を生かした生産と販
売であったと思われる．明治維新の後，裃や袴の需要が落ちたが，1871（明治 4）年頃から平江茂一
が織機を考案し，たて糸として絹，麻または綿を用い，襖地を織り始め，襖紙や壁紙産業として立
て直すことができた [19]．1916（大正 5）年には製品の約 5 割は壁紙として輸出され [19]，世界中に
掛川の葛布が有名になった．1925（大正 14）年に葛布の生産量が 121,003 反となっている [20]．た
だし，これは，他県や韓国の糸を掛川で加工し，織り上げたものも含んでいる．生産態勢は，工場
組織によるもの，織元のもとでの内職によるものの二つに分かれていた [19]．その後戦争で中断し
た後，1960 年頃までは順調であったが，1962 年から韓国産の葛布に押され，需要は低くなった上，
その後の不況で廃業する業者が出てきた．ピーク時には 40 軒の葛布生産業者があったが，生産販売
の工房・商店で現在に残るのは 3 軒である．
　（ｄ）芭蕉布 [21-23]：喜如嘉は沖縄北部に位置し，地理的状況としては北部の中心都市である名護
市からさらに 20km 程離れている，山地・森林が多い地域である．土地が痩せていて他の作物が実ら
ず，生命力の強い芭蕉を植え，芭蕉布づくりに力を入れてきた．喜如嘉はもともと長寿の村である
が，表 3 に示すように，高齢化・過疎化の状況にある．芭蕉布は，具納布や御用布であった宮古上
布や琉球絣と異なり，具納用だけではなく，自家用にもつくられ，庶民が身につける衣類に利用さ
れていた．織る前に綛（かせ ) を精錬する「煮綛」は王朝時代に士族の衣装として織られていたが，
布になってから精錬するものは，庶民の衣服として戦前まで沖縄各地で盛んにつくられていた [21]．
喜如嘉の芭蕉布は後者であり，1893（明治 26）年頃は自家用として用いられ，村外に出荷される
ことは少なかったようであるが，その後，副業として芭蕉布の生産が奨励された [21]．第二次世界
大戦の混乱で布づくりもいったん途絶えていたところ，後に人間国宝にも指定された平良敏子を中
心とする意志の力と活動によって現在の状況に至った．平良敏子の芭蕉布づくりは戦後まもなくの
1946 年に始まり，1960 年代後半から日本伝統工芸展や日本民藝館展に毎年出品され，入賞が続いた
[21]．この点は，他の産地と異なっている．平良敏子がこのような活動を行うことができたのは，民
芸運動の柳宗悦の存在も大きかった [22]．柳宗悦は戦前から芭蕉布の価値を見いだし，著書等 [24]
にその美や価値を発表していた．このような状況により，芭蕉布はここで取り上げた他の草木布よ
りも早く世に広まり有名になった．2000 年に平良敏子が人間国宝になったこともそれに拍車がかか
った．布としての完成度も高く，車輪梅と藍で染色し，手結い（緯糸のかせに絣柄の単位をつくり，
織るときに柄になるよう布幅の両端でよこ糸の入れ方を調節する方法）の絣が多くみられることが
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他の産地と異なる特徴である．
　（ｅ）アットゥシ [25-27]：アットゥシについては，二風谷を取り上げる．地理的には，現在は札
幌から車で 2 時間程度のところであるが，二風谷はアイヌ語で「ニプタイ」，木の生い茂るところと
いう意味で，もともと森の中のアイヌのコタンであった．表 3 に二風谷がある平取町の人口と高齢
者の比率を示したが，二風谷自体は小さな集落である．1977 年の調査で，二風谷自治会員 142 戸の
うちアイヌ系世帯主が 5 割を超え，残りの世帯も配偶者がアイヌ系である割合が 3 割弱と示されて
おり [27]，アイヌ民族の土地といえる．したがって，二風谷地区はアイヌの伝統文化を守っていく
べき地域である．アットゥシは，民族服に縫製され，作成された衣服もアットゥシと呼ばれる．元
来アイヌ人の日常衣，儀式の礼服として用いられていたものであるが，18 世紀前半（江戸時代）に
は，漁業労働衣としてアットゥシの需要が増大し，松前や青森へももたらされ，アイヌ人だけでは
なく，和人漁民にも用いられた [25]．そのような需要もあり，アットゥシ織物は，1876（明治 9）年
以後，1881（明治 14）年までは北海道全体で 1 万反を越える産出があったが，1882 年以降は激減し
た [25]．二風谷では 1881 年のアットゥシ生産量は 110 反，販売量は 20 反という記録がある [27]．そ
の後明治時代は，同化政策でアイヌの伝統文化が否定される中で，アットゥシ存亡の危機を迎えたが，
アイヌ民族の伝統文化を守り，技を途絶えさせないように製作を続けてきた [26]．二風谷地域では，
民芸店が多く，花瓶敷など土産品の小物もつくられ，売られ [27]，日常的に親から子へと技術の伝
承が行われ，布づくりの技が残った．
　以上の地域の履歴からこれらの布づくりをさらにカテゴリー化すると，（ａ）と（ｂ）は「むらお
こし」タイプ，（ｃ）は「産業生産」タイプ，（ｄ）は「工芸価値」タイプ，（ｅ）は「民族伝統文化
保護」タイプといえる．
3.3 布づくりの継承
　これらの布づくりが継承されていくためには，「つくる人」と「使う人」が必要である．「つくる人」
を確保するためには，後継者を育成し，技を伝承していかなければならない．また，ものを購入して「使
う人」が出てくるためには，魅力ある製品づくりをすること，それを広く世に宣伝することが必要
である．さらに，これらの後継者育成と製品づくりを支援する態勢（場所，組織，施設，核になる人）
があることが望まれる．そこで，以下に，後継者育成，製品づくりとその広報活動，支援する態勢
について検討することとした．
（1）後継者の育成と支援態勢
　これらの草木布をどのような製品づくりに展開するかで，後継者の育成のあり方が変わると考え
られるので，まず，これらの伝承事業を産業との関係でみてみる．
　布づくりを産業としてとらえているのは，元来産業として成立していた葛布である．掛川では，
過去の積み重ねの元に，現代に適応した製品開発を行いながら生産・流通している．
　芭蕉布は前述したように他の布より早く知名度が上がったために，産業基盤が早くできた．しか
しながら，平良敏子の後継者の平良美恵子によると，2004 年現在で，大宜味村は人口 3,500 人の小
さい村であり，芭蕉布組合の組合員は 21 名，平均年齢は 73 歳で，「家族をあげての一家の副業であ
った芭蕉布は，今やお年寄りの手なぐさみの布になって」おり，「芭蕉布が少量ではあっても，布の
原点として衣生活の分野で生き続ける為には，強い意志を持って，技を伝えていこうという集団作
りが必要である．」と述べており [23]，厳しい状況が伺われる．また，しな布，藤布およびからむし
織も，産業としての布づくりをめざしてきた．
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　産業としてとらえる程度が低いのは，太布とアットゥシである．太布は，製品の販売・流通を広
く行うよりは，伝承がなされることを中心に考えている．旧木頭村では，11 人の「阿波太布製造技
術保存伝承会」のメンバーが太布を作っているが，高齢者が技を教えるということを通じて，村の
高齢者の生きがい事業としても存在価値を示してきた．このように，「使う人」を増やすことを中心
とするのではなく，伝承する側の福祉も考慮している点はひとつのあり方であろう．また，アット
ゥシは，産業としてよりも民族文化を伝承すること自体が重要視されている．
　次に，伝承方法についてであるが，表 4 に後継者の育成について産地別に示した．伝承方法は，
広く公募をしている場合とその地域や家族等の中で伝承している場合に分けられる．また，伝承事
業を担う主体から考えると，村や町など公的な組織が直接行っている場合，組合を結成して行って
いる場合（公的な組織による間接的な支援がある場合が多い），企業や個人で行っている場合に分け
られる．
　「むらおこし」タイプのしな布，藤布，太布，からむし織，「工芸価値」タイプの芭蕉布は公募制
度を導入し，広く全国から継承者を募集している．これらには市町村など公的な支援がある場合が
多い．なかでも，からむし織の昭和村は村自体が伝承事業に取り組んでいる．からむし織は「織姫・
彦星制度」と名付けて体験生を公募しているが，「織姫・彦星」は，その産地に住んで，生活も体
験しながら，糸づくり・布づくりの技を習得するものである．昭和村では，「織姫・彦星」体験生に
対する指導は伝統技術保持者に依頼され，その報酬も村が負担している．かつては体験生の生活費，
研修費等も村が負担していた．現在は材料費・研修費のみ無料である．しかし，「織姫」が研修終了
後 2，3 年で村を去り，定着する場合が少なかったため，この事業が後継者の育成につながるのかと
危惧する考えもでて，村内の子育てが終わった人たちを対象にした後継者育成事業がさらに行われ
るようになった．この事業の方が後継者育成につながると期待されている．からむし織では，むら
おこしの観点から村の支援が大きいため，他と比べるとかなり活発に伝承事業が行われていること
がわかる．
表４　技の伝承方法
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　別な意味で公的な支援が大きいのは，アットゥシ織である．「民族伝統文化保護」タイプのアット
ゥシは，民族内で伝承を行っており，後継者を公募して集めていない．アットゥシはアイヌ民族の
伝統的な文化であるので，伝承に対し，公的な配慮が必要とされる． 1997 年に「アイヌ文化の振興
並びにアイヌの伝統等に関する知識の普及及び啓発に関する法律」，いわゆるアイヌ新法が成立した．
これを受けて，二風谷では平取町立二風谷アイヌ文化博物館を中心として，アットゥシの技も振興・
保存がさらに進められている．
　一方，公的な支援がなく，生産販売の工房・商店ごとに個のレベルで伝承しているのは，葛布で
ある．「産業生産」タイプの葛布は，後継者を家族・親族としており，後継者を公募して集めていない．
葛布は産業基盤ができあがっていたために，工房・商店を引き継ぐ子ども等への伝承が中心である．
後継者となることが確実でない受講者のために，公募して講習を行うための時間や労力を払う余裕
はない状況である．ただし，掛川市の周辺の島田市金谷河原にある「大井川葛布」は，葛布ワーク
ショップや手織り教室など独自の活動をしている．
　伝承のために，広く公募して講習を行うには時間や労力がかかるが，趣味活動に終わるかも知れ
ない受講者のために大きな労力を払うことについて，伝承する側がどのように考えるか，その余裕
があるかで伝承のあり方は変わってくる．「むらおこし」タイプの地域では，観光資源ともなるので，
公的な支援もみられ，労力を払う価値を認めている．「工芸価値」タイプは，後継者が途絶えないよ
うに何らかの形で広く伝承することに重きをおいている．一方，「産業生産」タイプと「民族伝統文
化保護」タイプは，伝承する対象を限定している．「産業生産」タイプは，確実に後継者となる者を
対象とし，「民族伝統文化保護」タイプは，その民族を対象としている．
　全国的に公募するのは知名度を上げるためにはプラスであるが，後継者育成に対しては，その地
域の人を対象にする方がより効果的と思われる．たとえば，草木布ではないが，栃木県真岡市の真
岡木綿では，研修を受けられる人は真岡出身の人か，これから先住み続ける人に限られている．真
岡での後継者を育てるためである．地域の履歴や自然環境，その原料の生育，入手など，地域が重
視されるのは妥当であろう．その点，昭和村の取り組みはその両面がよく考慮されていると思われる．
　また，木頭村のように高齢者の生きがい事業として伝承を行うことは，産業としては成立しがた
いが，技の継承という意味ではよい方法と考えられる．
（2）製品づくりとその広報活動
　継承していくためには，つくられたものが製品として機能するとともに，大量生産品のような販
売は不要であるが，使う人のもとに届かなければならない．その点について，いずれの産地でも試
みがみられる．従来の製品を表 5 に示したが，いずれも現在では現代の生活に合わせたものを製作
している．たとえば，着尺，帯，草履，バッグ，財布，帽子，日傘，タペストリー，のれん，テー
ブルセンター，コースター，座布団，インテリア小物などがつくられている．製作には熟練と時間
と手間がかかるため，着尺や衣服では高価になりすぎるので，一般的には服飾に関連した装飾品や
インテリア用品が製品として有力である．その他，しな布は，房総にアトリエを構える染色家がし
な布の風合いに注目し，型染に利用している．アットゥシは，現在主として博物館の展示用や行事・
儀式用に定期的に製作し，技術の保存がはかられている．
　展示会やイベントによる宣伝も行われている．たとえば，アットゥシをのぞくいずれの布も日本
各地のデパートなどでの展示販売会が適宜行われている．また，昭和村では，毎年夏に二日間「か
らむし織の里フェア」（からむし織の里フェア実行委員会，昭和村役場企画課）が開催され，畑の見
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学，苧引き（おびき），苧績み（おうみ），織りが体験できる．また，短期（1 日から 3 日）のからむ
し体験講座も開講され，全国から多くのからむしファンが訪れ，村人との交流が図られている [28]．
からむし織では，公的な支援が大きいため，他と比べるとかなり活発に行われている．関川も毎年
10 月に「関川しな織まつり」が開催されている．しな布によるまちおこしによって，全国から年間
1 万 2 千人の観光客が訪れるようになったという．また，山北町山熊田集落は，22 世帯，71 人が暮
らす地区であるが，年間 7 千人、ピーク時の秋には集落の人口よりも多い 1 日 100 人もやってくる
日があるということである [29]．このように，「村おこし」タイプの地域では，伝承のための広報活
動が同時に観光資源としての役割も果たしている．
　これらの布は表 5 に示したように，伝統工芸品などに指定され，新聞，雑誌，テレビなどマスコ
ミも取り上げてきており，時によって注目されてきた．しかし，これらが一過性におわらず，世の
中に認識され，定着されることが望まれる．そのためには，学校教育のなかで取り上げることも重
要である．これらの地域でもそれぞれ地元の小・中学校の社会科等での見学や体験学習などを受け
入れている． この点については、今後別報で述べたい。
　また，各伝承地個々での活動だけではなく，伝承地間のネットワークも作られている．伝承地ど
うしで情報交換を試みたのがきっかけとなり，1995 年，最初の全国古代織サミットが開催され，そ
の後毎年引き続いて開催されている．また，東京でこれらの産地合同の展覧会も開催されるように
なった．サミットの参加は山北・関川のしな布，昭和村のからむし織，掛川の葛布，丹後の藤布，
木頭の太布，喜如嘉の芭蕉布である．2003 年にサミットを主催した藤布振興会の加畑兼四朗会長に
よれば，サミットの目的は草木布の知名度向上にあるという．展覧会には多くの客が集まる上，サ
ミットを開くようになってから，展覧会を終えた後，各産地に問い合わせの電話が増えたという．
???? ???????????
　継承していくためには，地域の履歴を考慮して，産業としての布づくりのための伝承を目指す，
観光資源と関連づけて伝承事業を行う，伝承者の福祉を考える，伝承自体を目的とするなど，タイ
プ別にやり方がある．いずれも伝統文化ととらえる視点は必要である．
　伝統とは，ただそのままのやり方や形のみ伝えるものではないと考えられる．すなわち，現代の
生活から乖離したものではなく，現代の生活にあわせたデザインや製品をつくったり，伝承者独自
表５　本来の製品と伝統工芸品などの指定
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のセンスを盛り込むことも必要である．産業として成立させるのであれば，商品開発についての戦
略を立て，付加価値のあるものづくりを行う必要があるだろう．その点，デザイナーとのコラボレ
ーションもひとつの方向である．「産業生産」タイプでは，とくに製品としての商品開発，付加価値
の付与が必要である．
　「むらおこし」タイプと「工芸価値」タイプは，後継者育成を広く考え，糸づくり・布づくりの専
門家だけでなく，趣味として加わる人を含めて，専門家のまわりで支える人たちの層を増やしてい
くことが一つの方法であると思われる．短期の講習会の開催等は底辺を広げる意味でも重要である．
また，ワークショップの開催など，少し触れたい人にも開かれることが底辺を増やす方策である．
生産について重きをおかないで技を残すのみならば，定年退職者や子育てが終わった人たちの趣味
のサークルや活動のサークルとして丁寧なものづくりをする，そしてつくりためたものを販売する
のも一つの方法であろう．
　また，いずれの場合も，学校教育の場で生活文化の伝承について取り上げ，興味・関心を深める
ことで，後継者や理解者が現れる可能性が出てくる．現在の後継者不足の要因の一つとして，草木
布というものそれ自体を知らないことがあると考える．小・中・高校からの見学，体験等を促進す
るとともに，教材化に関して共同のプロジェクトなどを持つことが必要である．家庭科，社会科，
生活科，総合的学習の時間などにおいて，このような伝統的な布を取り上げることで，郷土への興味・
関心の態度が育成されるとともに，手仕事の素晴らしさに触れ，ものを大切にする心がはぐくまれ，
自然との共生などが理解されると思われる．さらに，身近なものにも様々な履歴が存在するのだと
いうことを体験的に学習することができる．このような感性をはぐくむ教育が重要である． 
　時間と手間がかかることは，産業として成り立つには厳しいものがあるが，スローライフが叫ば
れている現在，好ましい素材を用いて丁寧に作られたものを大切に使っていこうという人たちも出
てきており，製品によっては，ある程度の需要は見込めるのではないかと思われる．このような手
間暇をかけたものであることこそが，今後残っていく価値のあるものとして認められるのではない
だろうか．
　さらに，各伝承地それぞれの努力だけではなく，古代織サミットのように，伝承地間のネットワ
ークを作り，情報交換や伝承のための方策を検討すること，さらに，国内で保存すべき伝統の技と
して，公的な協力を得ることも，伝承には必要不可欠である．
　このような草木布の伝承には，伝える側，受けとめる側，そのまわりで支援する側が必要である．
今後これら草木布が発展していくためには，これら三者の協力のもとに，草木布づくりにおける感
性価値の創造が必要となる．
??? ???
　以上，草木布の継承について，地域の履歴に関連づけて検討した．その結果，地域の履歴からこ
れらの布づくりを「むらおこし」タイプ，「産業生産」タイプ，「工芸価値」タイプ，「民族伝統文化
保護」タイプに分類した．これらのタイプにより，伝承方法が異なっていることがわかったが，さ
らにこれらの地域の履歴を重視して今後の継承を行う必要がある．その際に，伝える側，受けとめ
る側，支援する側の三者の協力が必要である．
　また，これらを継承していくためには，ただ各伝承地が後継者育成に努力するばかりでなく，わ
れわれ一人ひとりも，経済を優先するばかりではなく，文化を重視する視点が必要である．これら
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の自然と調和しながら採取した草木から丁寧につくられる布や衣服を，長い歴史のなかで伝えられ
てきた手の技を使ったものづくり，さらには自然との共生という点から見直し，大切に使う必要が
あると思われる．その点，教育が重要となるが，著者らは教育学部に属し，感性教育と関連づけて，
伝統的なものづくりについて，小・中・高等学校の家庭科あるいは総合的な学習の時間で実践的研
究を行っている [30]．草木布についても，今後実践授業に取り上げていきたいと考えている．
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